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(平成 30年度の様子。中央がミッキー上田) 

(左：パーソナリティの筑波先生，右：この日のゲストの３年生太田君) 

明秀学園日立高等学校生徒会出版委員会 
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新型コロナウイルスの脅

威が徐々に治まり，新しい

生活様式の中で学校生活が

スタートした。それに伴い，

昼休みの時間に変化が起き

ている。皆さんは知ってい

ますか？ 

 「Meishu Radio」が 2020

年から始まった。メインパ

ーソナリティを務めるのは，

生徒指導部長の筑波大学出

身の筑波大先生である。筑

波先生に「Meishu Radio」に

ついてインタビューした。 

 

はじめたきっかけは？ 

 昼休みを楽しい時間にす

るためにできることはない

かと考え，始めました。昔か

ら，「笑っていいとも！」や

「徹子の部屋」などのトー

ク番組が好きでした。自分

もトークによって，先生方

や生徒の皆さんの隠れた魅

力を多くの人に伝えられた

ら良いなと思っています。 

呼びたい人はいますか？ 

「全教員と全校生徒の魅力

を伝えたいと思っています。

また，たまには外部の方も

呼んでみたいですね。市長

とか…。」 

「ここを聴いてほしい」ポイ

ントは？ 

「ゲストの話ですね。知っ

ている人の意外な一面や，

知らなかった人と自分の共

通点などを知って，聴いて

いる人が，同じ学校で生活 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

する人たちに親近感をもっ

てもらうきっかけにしてい

きたいです。」 

生徒の皆さんに伝えたいこ

とは？ 

「想像することの大切さで

す。ラジオの魅力は「見えな

いものを自分の頭で想像す

る楽しさ」です。そんなラジ

オの魅力を伝えていきたい

です。」 

晃燿祭や大会が中止とな

り，１~３年生思うことはそ

れぞれ。３年生の中には，中

止となってしまい，残念に

思っている人も数多い。そ

んな中でも，毎日のラジオ

と通して，小さな面白味や

話題を生徒の皆さんが感じ

られれば良いと切に思う。 

（取材 3-2 青木） 

 

第１２回晃燿祭 
中止 

ミ ッ キー上田の 
ライブは 

2021年延期 
 ６月 17 日に開催された

生徒総会にて，晃燿祭の実

施について審議が行われ， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

得票数多数で来年度延期が 

決定した。この決定を受け，

晃燿祭を経験したことのな

い１・２年生に，晃燿祭につ

いて知ってもらいたいと考

え，美術部顧問の樫村敦雄

先生に話を伺った。 

「2016 年の晃燿祭から「ミ

ッキー上田」として，行って

いたバンドのライブを楽し 

みにしていた。だから，今回

の決定は非常に残念です。

また，実行委員や美術部の

生徒と共に校門装飾を制作

した。それも今年できない

ことに残念に思います。 

１，２年生は来年の晃燿

祭のための準備期間が一年

間あります。準備や出し物

を楽しむために，実行委員

会の活動への積極的な参加

を期待します。 

前回の企画では，当時の

１年６組が制作した企画が

印象に残っています。真っ

暗な教室の中を，ライトを

点けたおもちゃの電車が走

り，次々と日立の街をイメ

ージした影が壁に映されて

いきました。次回の晃燿祭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ではどんな企画が出て来る

か楽しみです。」 

 1 人の先生にインタビュ

ーしただけでも，熱く，期待

する気持ちが伝わってきた。

今回の決定は残念であるが，

１，２年生には，来年の熱量

に繋げてほしい。 

(取材 3-1 廣澤) 

 

 

 

 

 

 休校期間も終わり，学校

生活も徐々に通常通りに戻

りつつある。 

そんな中，昨年度と大き

く違うのは，「チャイムがな

い」ということだ。 

 昨年度まで，授業の開始

を知らせていたチャイムが，

今年度から廃止となった。

生徒からは，「チャイムがな

いと不便」「あったほうが過

ごしやすい」などの声が上

がっている。 

 この件に関し，教務部長

の大津先生に話を伺った。 

 チャイムをなくす，とい

う案は去年からすでに出て

いた。そこに，新型コロナウ

イルスの感染拡大防止のた

めの臨時休業が始まり，生

徒が学校に来ないので，チ

ャイムを鳴らさなくなった

ことをきっかけに，チャイ

ムの廃止に踏み切った。「チ

ャイムが鳴るから動き出す」

のではなく，自分で時間を

管理できるようになってほ

しい。 

 チャイムのない生活に慣

れない人も多いだろうが，

１人でも多くの人が，自律

した生活を送れるように，

私自身も心がけていきたい。 

(取材 1-5 崎村) 
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 どの部活動にも特有の

『文化』が存在する。 

 本校の女子バスケットボ

ール部では，毎年，３年生か

ら１年生に「コートネーム」

が贈られる。5 月 23 日の自

主練習終了後，コートネー

ムの授与が行われた。 

 「コートネーム」とは，バ

スケットボールのチーム内

で用いられるニックネーム

のことで，練習や試合の際

はこれらで互いを呼び合う。

女子のチームで見られ，男

子チームでコートネームを

設けるのは稀である。 

 この日，新入部員の 1 人

ひとりに，３年生から，コー

トネームと，その由来が伝

えられ，コートネームがデ

ザインされた記念パネルが

贈呈された。このパネルは

３年生の手作りで，中には 

 

 

 

 

 

（ｺｰﾄﾈｰﾑをもらった新入生達） 

緻密な切り絵が施された芸

術的なものもあった。 

 コートネームの由来には，

各選手の長所や期待するチ

ーム内の役割などが反映さ

れていた。臨時休業や分散

登校で，共に練習する時間

が十分に確保できないなか

でも，１人ひとりの良さを

観察し，見抜く上級生たち

に驚かされた。 

 ３年生の奈良美咲さんは

自らが１年生であった２年

前を思い出しながら，「自分

たちが先輩たちから教わっ

たことを，後輩に，プレーだ

けでなく，人間性も伝えて

成長できるように頑張ろう

という思いで渡した。」と語

った。このような活動は文

化として，今後も継承され

ていって欲しい。 

We need an 

umbrella 

 on rainy days ! 
Written by 3-1 Hirosawa, 

3-1 Aoki,1-5 Sakimura 

 

女子バスケ部伝統行事 

コートネーム授与 

2 0 2 0 年 
「 」 
廃 止 

“Meishu Radio” Lunchtime Talk Show has started! 


